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9 月分より保険料率が変更になります

①厚生年金保険料率

②標準報酬月額

平成 16 年の法律改正により、保険料率は平成 29 年 9 月まで毎年

改定されることになっています。

平成 25 年 9 月分（10 月納付分）から保険料率が下記の通り変更

となりますので、給与計算等ではご注意ください。

現　行
（H25 年 8月分まで）

変更後
（H25 年 9月分から）

一般の被保険者

坑内員・船員の被保険者

16.766%

17.192%

17.120%

17.440%

健康保険料や厚生年金保険料を算出するため 7 月に「算定基礎届」

を提出されていると思います。この算定基礎届による見直し後の

標準報酬月額が、9 月分保険料から適用となります。

標準報酬月額が変わる被保険者の給与計算は、注意が必要です。

これから順次、日本年金機構より「健康保険、厚生年金保険被保

険者標準報酬決定通知書」という書類が返送されます。

この通知書に記載されている、被保険者ごとの標準報酬月額に基

づいて、給与計算を行うようにしましょう。

残業代ゼロ実験導入（ﾎﾜｲﾄｶﾗ ・ーｴｸﾞｾﾞﾝﾌﾟｼｮﾝ）
　政府が一定水準以上の年収の会社員を対象に週 40 時間が上限と

いった労働時間の規制を適用しない「ホワイトカラー・エグゼンプ

ション（労働時間の規制除外制度）」について、一部の企業に実験

的な導入を特例的に認める方向で検討していることが 8 月 14 日、

分かりました。

　この制度が適用される会社員については、時間外労働への残業代

の支払いはなく、休日、深夜勤務での割増賃金もありません。対象

は、年収 800 万円を超えるような大企業の課長級以上の会社員が想

定されています。経済産業省は本人の判断で仕事の繁閑に応じ働き

方を調整できるようになり、生産性向上につながるとしていますが、

2007 年に第一次安倍政権がこの制度の導入を検討していた際は、

労働組合の反対のため見送りとなった経緯があります。労働組合か

らは今回も「過労死を引き起こす」と反発があり、厚生労働省から

も疑問の声が出ています。

 　経済産業省は「産業競争力強化法案」に、先進技術の開発事業

などに取り組む企業に特例的に規制緩和を認める「企業実証特例制

度」の創設を盛り込み今秋の臨時国会に提出の予定ですが、この制

度の一つとして、労働時間規制の適用除外の実験的な導入も認める

方針です。法案成立後、企業からの導入希望の申請を受け付ける見

通しで、実際に適用することになった場合、本人の同意や労使合意

も必要となる見込みです。経産省によると、トヨタ自動車や三菱重

工業など数社が導入を検討しているとのことです。
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が
あ
り
ま
す
。①
に
つ
い
て

は
、
就
業
規
則
や
雇
用
契
約

書
に
定
め
が
あ
れ
ば
、
裁
判

で
も
定
額
残
業
代
が
認
め
ら

れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
②
に
つ
い
て
は

特
に
問
題
が
多
く
、
裁
判
で

否
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

新
た
に
定
額
残
業
代
制
度

を
導
入
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
そ
の
多
く
は
労
働
条
件

の
不
利
益
変
更
に
該
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
書
面
に
よ
る
従
業
員

と
の
明
確
な
合
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
同
意
を
得
る
前

に
、
従
業
員
に
対
す
る
説
明

会
や
個
別
面
談
を
行
う
な

ど
、
導
入
に
は
周
到
な
準
備

が
必
要
で
す
。
消
費
税
引
上

げ
を
見
据
え
て
最
低
賃
金
引

上
げ
の
圧
力
は
強
い
よ
う
で

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
就
業

規
則
や
雇
用
契
約
書
な
ど
の

書
式
類
、
残
業
管
理
方
法
の

見
直
し
に
つ
い
て
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
政
府
は
、 

今
年
10

月
頃
に
予
定
し
て
い
る
平
成

25
年
度
改
定
に
合
わ
せ
て
、

最
低
賃
金
の
額
の
引
上
げ
方

針
を
固
め
ま
し
た
。
引
上
げ

幅
は
全
国
平
均
で
「
14
円
」

が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
最
低
賃
金
（
時
給
）

は
、
全
国
平
均
で
749
円
で
す

の
で
、
763
円
へ
の
引
上
げ
に

な
り
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
を

目
安
に
、
都
道
府
県
ご
と
の

最
低
賃
金
が
決
定
さ
れ
ま

す
。
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け

て
、
政
府
は
企
業
の
内
部
留

保
が
投
資
や
賃
金
に
回
る
よ

う
な
誘
導
策
を
導
入
す
る
方

針
で
す
。

　

一
方
、
負
担
の
大
き
い
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
経
営

を
過
度
に
圧
迫
し
な
い
対
応

も
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

従
業
員
が
い
な
い
企
業
で

も
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に

は
要
注
意
で
す
。
月
給
制
の

場
合
で
も
、「
定
額
残
業
代

制
度
」
を
と
っ
て
い
る
企
業

に
お
い
て
は
、
基
本
給
＋
定

額
残
業
代
等
の
手
当
の
総
額

を
時
間
単
価
に
直
し
た
場

合
、
そ
の
額
が
最
低
賃
金
を

下
回
る
と
法
違
反
と
な
り
罰

金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
す
が
に
こ
の
基
準
自
体

は
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
定
額

残
業
代
に
は
ま
た
別
の
問
題

点
が
あ
る
よ
う
で
す
。

定
額
残
業
代
の
支
払
方
法
に

は
、①
手
当
と
し
て
支
払
う

方
式
、②
基
本
給
な
ど
に
組

み
込
ん
で
支
払
う
方
式
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
で

日
常
茶
飯
事
と
な
っ
た
感
の

あ
る
未
払
残
業
代
訴
訟
で

は
、
こ
れ
ら
の
支
払
方
法
に

よ
っ
て
、
会
社
側
の
主
張
が

認
め
ら
れ
に
く
く
な
る
場
合



最新情報 若者の使い捨て企業取組強化
　若者に過酷な労働を強いて退職に追

い込み、「使い捨て」にする、いわゆ

るブラック企業が社会問題となる中、

厚生労働省は、長時間労働などへの監

督指導や、労働者を対象にした電話相

談といった取組を始めることを明らか

にしました。厚生労働省が、いわゆる

ブラック企業への対策を行うのは初め

てのことです。

①長時間労働の抑制に向けて、集中的な取組を行います

・９月を「過重労働重点監督月間」とし、若者の「使い捨て」が疑われ

る企業等に対し、集中的に監督指導等を実施

・ 過労死等事案を起こした企業等について、再発防止の取組を徹底

・ 重大・悪質な違反が確認された企業等については、送検し、公表

②相談にしっかり対応します

・９月１日に、若者の「使い捨て」が疑われる企業等に関する全国一斉

の電話相談を実施（フリーダイヤル 0120‐794‐713）

・９月２日以後も、「総合労働相談コーナー」、「労働基準関係情報メール

窓口」で相談や情報を受付

①労働基準監督署及びハローワーク利用者等からの苦情や通報等を端緒

に、離職率が極端に高いなど若者の「使い捨て」が疑われる企業等を把

握し、監督指導を集中的に実施

②①以外にも、過重労働があり、労働基準関係法令違反の疑いがある企業

等に対して、重点的な監督指導を実施

【重点確認事項】

・時間外・休日労働が 36 協定の範囲内であるか。法違反が認められた場合は是

正指導

・賃金不払残業（サービス残業）がないか。法違反が認められた場合は是正指導

・長時間労働者については、医師による面接指導等、健康確保措置が確実に講じ

られているか

③職場のパワーハラスメントの予防・解決を推進します

・パワーハラスメント（パワハラ）によって若者を使い捨てにすること

をなくすべく、労使をはじめ関係者に幅広く周知・啓発

※１の監督指導等は、具体的には、次のように実施するとのことです

発表された３つの取り組みの柱

労働基準法等の法令を遵守していない企業

には、監督指導等が行われる可能性がある

といえます。特に、労働時間の管理は重要

です。

残業時間が多い、サービス残業があるといっ

た不安がありましたら、ご相談ください。

転
職
で
の
重
視
項
目

人
材
確
保
に
は
何
が
必
要

調
査
結
果
か
ら

給
与
以
外
で
重
要
な
要
素

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
な
ど

に
よ
り
景
気
が
上
向
き
つ
つ

あ
る
現
在
、
転
職
を
希
望
す

る
人
も
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

企
業
が
「
優
秀
な
人
材
」「
望

む
人
材
」「
欲
し
い
人
材
」
を

獲
得
す
る
た
め
に
は
、
転
職

者
に
「
こ
の
会
社
に
行
き
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
転
職
者
は
何

を
求
め
て
（
何
を
理
由
に
「
こ

の
会
社
に
行
き
た
い
」
と
思
っ

て
）
転
職
を
す
る
の
で
し
ょ

か
？

　

日
本
経
済
新
聞
社
と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
コ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
が
共
同
で
、
転
職
に
関
す

る
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

「
転
職
の
条
件
で
重
視
す
る
も

の
」（
３
つ
ま
で
回
答
）
の
回

答
の
上
位
７
つ
は
以
下
の
通

り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
１
）
給
与
水
準

（
２
）
会
社
の
将
来
性

（
３
）
福
利
厚
生

（
４
）
職
場
の
人
間
関
係

（
５
）
ス
キ
ル
や
キ
ャ
リ
ア
を

　
　

  

磨
け
る
可
能
性

（
６
）
職
務
や
ポ
ス
ト

（
７
）
会
社
の
社
会
的
貢
献
度

　

や
は
り
１
位
は
ダ
ン
ト
ツ

で
「
給
与
水
準
」（
82
％
）
で

し
た
。「
ど
う
せ
仕
事
を
す
る

な
ら
、
で
き
る
だ
け
高
い
給

与
が
欲
し
い
」
と
考
え
る
の

は
、
会
社
員
に
と
っ
て
当
然

の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
給
与
は
も
ち
ろ

ん
重
要
な
要
素
で
す
が
、「
仕

事
は
大
変
で
も
や
り
が
い
が

あ
る
」、「
仕
事
を
通
じ
て
自

分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
」

「
仕
事
を
通
じ
て
社
会
の
役

に
立
て
る
」
な
ど
と
感
じ
て

も
ら
え
る
職
場
や
業
務
を
提

供
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
人
材
が
不
足
す
る

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
会
社
の
発
展
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
従

業
員
に
提
供
で
き
る
か
が
よ

り
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。



世
代
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
？ 

働
き
方
に
対
す
る
意
識
調
査

仕
事
に
や
り
が
い
な
し

勤
務
先
へ
の
愛
着
は
？

自
己
の
能
力
発
揮

疲
弊
す
る
ミ
ド
ル
層

　

日
本
能
率
協
会
が
同
協
会
研
究

所
の
リ
サ
ー
チ
モ
ニ
タ
ー
（
18
～

69
歳
の
有
職
者
千
人
）
を
対
象
に
、

第
１
回　

「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
千

人
調
査
」
を
実
施
し
、
働
き
方
に

関
す
る
意
識
を
調
べ
た
調
査
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
30
代
～
40
代

の
約
半
数
が 

「
仕
事
に
や
り
が
い

な
し
」 「
能
力
発
揮
で
き
て
い
な

い
」 

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

現
在
の
仕
事
に
関
す
る
や
り
が

い
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全

体
で
は
や
り
が
い
を 

「
感
じ
て
い

る
」 「
や
や
感
じ
て
い
る
」
の
合
計

が
58
％
と
半
数
以
上
を
占
め
ま
し

た
が
、
比
率
が
高
か
っ
た
の
は 

60

代
（
70
％
） 

や
50
代
（
62
％
） 

と

い
っ
た
高
齢
者
で
、
30
代
（
54
％
） 

や
40
代
（
55
％
） 

に
つ
い
て
は
低

か
っ
た
よ
う
で
す
。

同
様
に
、
現
在
の
勤
務
先
に
対
す

る
愛
着
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

全
体
で
は
59
％
が
「
愛
着
を
感
じ

て
い
る
」
と
回
答
し
、「
愛
着
を
感

じ
て
い
な
い
」（
41
％
）
を
上
回
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
40
代
が

54
％
、
30
代
も
55
％
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
60
代
が
77
％
、
50

代
が
62
％
と
高
く
、
世
代
に
よ
っ

て
違
い
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
現
在
の
仕
事
は
自
己
の

能
力
を
発
揮
で
き
て
い
る
と
思
う

か
」
と
い
う
設
問
に
は
、
全
体
で

は 

「
発
揮
で
き
て
い
る
」（
55
％
）

が 

「
発
揮
で
き
て
い
な
い
」（
45
％
）

を
上
回
っ
た
も
の
の
、
30
代

（
46
％
）
、
40
代
（
52
％
）
が 

「
発

揮
で
き
て
い
な
い
」 

と
答
え
、
上

記
の
設
問
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
働
き
盛

り
の
30
代
～
40
代
は
、
上
の
世
代

に
比
べ
、「
仕
事
に
対
す
る
や
り
が

い
」、「
勤
務
先
へ
の
愛
着
」、「
能

力
発
揮
の
実
感
」
が
低
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、「
組
織
の
中
核
た

る
ミ
ド
ル
の
疲
弊
と
し
て
危
機
感

を
持
っ
て
受
け
止
め
る
べ
き
だ
」

と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　今回の労務管理研修は「上司が持つべき人事労務

管理力」がメインとなりました。「人事労務管理力」

というと、経営者クラスにしか求められないような

スキルと思われがちですが、決してそうではありま

せん。部下を持つ職員の方々にも大変重要なスキル

なのです。

　では上司の持つべき「人事労務管理力」とは一体

どういった力なのか、それは「人事労務管理に関す

る知識と実践を持って、部下との信頼関係を築き、

個人と組織の成長に貢献する力」のことです。やは

り重要なことは「信頼関係を築く事」です。しかし

単に信頼関係を築くと言っても簡単なことではあり

ません。家族でもなければ友達同士でもない「上司

と部下」間の信頼関係なのですから。職場に必要な

知識を持ち、真摯に部下と向き合いよく見て、深く

理解し共有することが出来れば本物の信頼関係は構

築することが出来ます。上司の方々は再度「職場に

必要な知識」について、「部下」について、「自分の

労務管理力」について振り返ってみるのも良いので

はないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：東）

　8 月 5 日に福岡県宮若

市にあります障害者支援

施設様で主任クラス以上

を対象にした労務管理研

修を行わせて頂きまし

た。

労務管理研修を実施しました

日　時：8月 5日（月）14：30 ～ 16：00

参加者：福岡県障害者支援施設

　　　　役職者 12 名

講　師：上田正順

・一括有期事業開始届の提出（建設業）
　主な対象事業：概算保険料 160 万円未満でかつ請負金額が
　1 億 9000 万円未満の工事
・8 月分の源泉所得税、住民税特別徴収税の納付

・8 月分の健康保険料、厚生年金保険料の納付
・7 月決算法人の確定申告・翌年 1 月決算法人の中間申告
・10 月・翌年 1 月・4 月決算法人の消費税の中間申告

9/10

9/30

お仕事カレンダー



One Point 品番を指定して、品名を自動表示する（VLOOKUP 関数）

　見積書や請求書などでは、品番や品名、単価を記載しますが、毎回商品一覧表を見ながらキーボードですべて

入力するのは面倒です。通常品番が決定すれば、品名や単価も自動的に決定しますので、「品番を指定するだけ

で品名や単価が自動表示される」と便利なうえに、入力を間違えることがなくなります。

そこで、今月は VLOOKUP 関数を利用して品番を指定するだけで品名が自動表示できる方法ご紹介いたします。

見積書の品番（検索値）を入力すると、商品一覧表（参照範囲）より同じ
品番を検索し、その品番の品名（列番号）が表示されます。
似ている品番の品名が表示されないよう、同じ品番がなかった場合にエ
ラーが表示される完全一致（検索方法）を選択します。

1

2

3

4

A01

A02

B01

B03

小　　　計

消　費　税

合計（税込）

A01

A02

A03

A04

B01

B02

B03

B04

800

1,000

500

600

700

900

400

500

800

1,000

700

400

100

300

50

10

80,000

300,000

35,000

4,000

419,000

20,950

439,950

ｸｯｷｰ　 （くまもん）

ﾁｮｺﾚｰﾄ （くまもん）

ｸｯｷｰ　 （阿蘇）

ｷｰﾎﾙﾀﾞ （阿蘇）

ｸｯｷｰ　 （くまもん）

ﾁｮｺﾚｰﾄ （くまもん）

ｷｰﾎﾙﾀﾞ （くまもん）

ｽﾄﾗｯﾌﾟ （くまもん）

ｸｯｷｰ　 （阿蘇）

ﾁｮｺﾚｰﾄ （阿蘇）

ｷｰﾎﾙﾀﾞ （阿蘇）

ｽﾄﾗｯﾌﾟ （阿蘇）

お　見　積　書

No　　 品番　　　　  品名　　　　　単価　　数量　　　　金額　　　　　　  　品番　　　　  品名　　　　　単価

＜商品一覧表＞

■完成イメージ

■計算イメージ

■計算手順

検索値

参
照
範
囲

列番号⇒   １　　　　　　２　　　　　　３

①計算結果を表示する セル「C4」を選択します

②　  　［関数の挿入］ボタンをクリックします

③［関数の分類］で「すべて表示」を選択します

④［関数名］で「VLOOKUP」を選択し、

　［OK］ボタンをクリックします

⑤［検索値］欄をクリックし、セル「B4」を選択

　［範囲］欄をクリックし、セル「H3：J11」を選択

　［列番号］欄をクリックし、「2」を入力

　［検索方法］欄をクリックし、「0」を入力し、

　［OK］ボタンをクリックします

⑥品番に対する品名が表示されます

単価を表示させる時は、

列番号に「3」と入力します

0（完全一致）は、参照範囲に

ない品番を入力した時に

エラー「#N/A」が表示されます

参照範囲が移動しないよう

「F4」キーで絶対参照にします

ONE POINT!

③

④

⑤

列番号は、参照範囲の左端より１列目、
２列目……と考えます
※１列目には検索値として検索される
　項目を配置してください

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

A　　　B　　　　　C　　　  　　D　　 　E　　　　   F　　　  　G　   　H　　　　  　I　　　   　　J

完全一致編

代表取締役　上田　正順
〒862-0949  熊本市中央区国府 1-13-5  2Ｆ
TEL  ：096-211-6055　FAX：096-211-6065
URL：http://brainstar.jp

一千年以上の歴史をもち、神幸行列が祭りのクライ
マックスとなる。その中で観客の注目を集めるのは、
神輿に付き従う「随兵（ずいびょう）」と「飾り馬」
の奉納行列である。ラッパなどの鳴り物でにぎやかに
行進しながら、おびただしい数の飾り馬と勢子（馬を
追う人）との集団が、「ドーカイ、ドーカイ」という
威勢のよい掛け声で肥後っ子の心意気を遺憾なく発揮
して、次から次に駆け抜ける。

藤崎八旛宮秋季例大祭

随兵行列
16 日（月・祝）

（2013 年 9 月 13 日～ 17 日）


